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安安安全全全にににつつついいいててて

安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

以下のラベルや指示は危険な個所の見やすい部分に貼付してあります。読めなく
なったものは必ず新しいものに貼り替えてください。

119-6840119-6840119-6840

1. 転倒して制御不能になる危険： 資材を入れた状態でホッパー
を上昇させないこと； ホッパーを上昇させたままで車両を走行
させないこと。ホッパーが空のとき以外はホッパーを上昇させ
ないこと； 車両を走行させるときには必ずホッパーを一番下
の位置まで降下させること。
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1. 方向指示矢印
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取取取りりり付付付けけけ
1. ジョンディア・プロゲーターから荷台を取

り外す。プロゲーターのオペレーターズマ
ニュアルを参照のこと。

2. 左右の内側ブレース・チューブを、後部ク
ロス部材ブラケットの内側に取り付ける；
3/8 x 1-1/4 インチのボルト（2本）と 3/8
インチのロックナットを使用し、図 1 の
ように取り付ける。

注注注 左側内側ブレース・チューブと右側内側
ブレース・チューブがあります。
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図図図 111

1. 右側内側ブレース・チューブ 3. 左側内側ブレース・チューブ

2. 後クロス部材 4. 中央クロス部材

3. 内側ブレース・チューブの前部を、中央ク
ロス部材のブラケットに取り付ける； 3/8 x
1-1/4 インチのボルト（2本）と 3/8 インチ
のロックナットを使用する（図 1）。

4. 出来上がったアセンブリを、車両のフレー
ムに注意深く載せ、後クロス部材のピボッ
ト穴と後フレーム部材（チャネル鋼）につ
いている穴とを整列させる。

5. 後クロス部材のそれぞれの端部をフレーム
のチャネル部材に固定する；先ほど取り外
したジョンディアの荷台の取り付けピンを
使用する（図 2）。
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図図図 222

1. ジョンディアの荷台の取り付けピン

6. 中央クロス部材を、昇降シリンダに固定す
る；ジョンディアの昇降シリンダ用ピンを使
用する（図 3）

図図図 333

1. 既存のクレビスピンとリンチピン

7. 中央クロス部材が後クロス部材と直角になっ
ていることを確認する。

8. 中央クロス部材と後クロス部材と水平になっ
ていることを確認する（図 4）。
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図図図 444

9. ボルトを締め付けて、内側ブレース・チュー
ブを中央＆後クロス部材に固定する。

10.中央クロス部材と後クロス部材と水平で、互
いに直角になっていることを再度確認する。

11.プロパスの左側取り付け用チャネル部材に
10個の取り付け穴がついていること、また、
右側取り付け用チャネル部材に9個の取り付
け穴がついていることを確認する。

重重重要要要 内内内側側側クククロロロススス部部部材材材のののボボボルルルトトト穴穴穴ををを整整整列列列さささせせせ
るるるたたためめめににに、、、油油油圧圧圧昇昇昇降降降シシシリリリンンンダダダををを前前前ににに移移移動動動すすす
るるる必必必要要要がががあああるるる場場場合合合がががあああるるる。。。

12.ホッパーアセンブリの内側に吊り上げ用の
ブラケットがついているので、これにホイス
トを接続する（図 5）。

図図図 555

1. 吊り上げ用ブラケット

13.吊り上げ装置を使って、プロパスを吊り上
げ、その下に車両（プロゲーター）がバック
で入れるようにする。

14.プロゲーター車両の上にプロパスを降ろし、
センターの穴（プロパスの左右のレールの前
から67.9 cm のところにある）を合わせる。

15.後クロス部材と中央クロス部材にプロパス
を固定する（全部で6ヶ所）；5/16 x 3 イン
チのボルト（2本）、内径 0.344 インチの平
ワッシャとフランジロックナット、および、
5/16 x 1-1/4 インチのボルト（4本）、内径
0.344 インチの平ワッシャとフランジロック
ナットを使用する（図 6）。

図図図 666

(図は左側を示す)

1. 中央クロス部材 3. 前クロス部材

2. 後クロス部材

16.車両に付属している昇降シリンダを使って、
プロパスを約 5cm持ち上げ、前クロス部材を
取り付けられるようにする。

17.プロパスの両サイドを、前クロス部材に固
定する；5/16 x 3 inch ボルト（2本）、内
径 0.344 インチの平ワッシャ、およびフラ
ンジロックナットを使用する（図 6）。

注注注前ボルトの組み付けがしにくい場合には、
駆動ガードを取り外すか、取り付けボルトを
下から上に取り付けるようにすると良い。

18.左側シールドを、クロス部材の左端部に取
り付ける；1/4 x 5/20.32 cm フランジヘッ
ドボルト（5本）、フランジロックナットを
使用する（図 7）。
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図図図 777

1. 左側シールド 2. 取り付け用固定具

19.右側シールドを、クロス部材の右側端部に
取り付ける；1/4 x 3/4 inch フランジヘッ
ドボルト（5本）、フランジロックナットを
使用する（図 8）。
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図図図 888

1. 右側シールド 2. 取り付け用固定具

20.右側シールドの後ろを通して、オプション
（スピナーやコンベア）用ホースを通し、そ
こから下へ伸ばしてオプション機器へ接続
する（図 9）。

図図図 999

1. オプション用ホースを取り付ける

21.油圧昇降シリンダを使ってプロパスの前部
を一番高い位置に上昇させる。昇降シリンダ
を安全サポートで固定する（プロゲーターの
オペレーターズマニュアルを参照）。

注注注意意意

プププロロロパパパスススにににオオオプププシシショョョンンンををを取取取りりり付付付けけけててていいいるるるととと
きききははは、、、プププロロロゲゲゲーーータタターーーののの油油油圧圧圧昇昇昇降降降シシシリリリンンンダダダででで
プププロロロパパパスススををを上上上昇昇昇さささせせせななないいいこここととと。。。

22.キットについている戻り側のホース（フロー
を示す矢印が付いている方）と圧力側ホー
スを探し出す。

23.モデル 44701 では、カバーをプロパスの前
部に固定しいているボルト・ナット類を外
し、カバーをわきにおいておく（図 10）。

図図図 101010

1. カバー

24.プロパスの戻り側ポートおよび圧力側ポー
トについているプラグを外す：通常のプロ
パスの場合は 図 11 を参照、無線プロパス
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の場合は 図 12を参照。外したプラグは後
のために保管する。

25.通常のプロパスの場合は 図 11 を参照し、
無線プロパスの場合は 図 12 を参照して、
ホースをプロパスに接続する。

図図図 111111

1. 高圧側ホース（45度フィッ
ティング）

2. リターン側ホース（90度
フィッティング）

図図図 121212

1. 高圧側ホース（45度フィッ
ティング）

2. リターン側ホース（90度
フィッティング）

26.モデル 44701 では、カバーをプロパスの前
部に元通りに取り付ける。

27.プロパスの右側に油圧ライン（加圧側とリ
ターン側と）を配設する。途中、各箇所（前
部、中央、後部クロス部材）にて、ホース
をクランプで固定する。 1/4 x 2-1/5.08
cm ボルト1本、油圧ライン用クランプ2個、
クランププレート1枚、ワッシャ1枚、お
よびフランジロックナット1個を使用する
（図 13 と図 14）。

g019164

図図図 131313

1. 油圧ホースの配設ルート

図図図 141414

1. ボルト, 1/4 x 2-1/2 インチ 4. 油圧ホース

2. ワッシャ 5. フランジ・ロック・ナット, 1/4
inch

3. チューブ・クランプ 6. クランプ・プレート

重重重要要要 油油油圧圧圧ホホホーーースススややや電電電気気気ララライイインンンををを通通通すすすととときききににに
ははは、、、機機機械械械ののの高高高温温温部部部、、、鋭鋭鋭利利利ななな部部部分分分、、、可可可動動動部部部分分分
ををを確確確実実実ににに避避避けけけ、、、まままたたた、、、各各各ララライイインンンににに無無無理理理ななな力力力
ががが掛掛掛かかからららななないいいよよようううににに注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。場場場
合合合ににによよよっっってててははは、、、前前前部部部のののバババルルルクククヘヘヘッッッドドドででで油油油圧圧圧
ホホホーーースススをををゆゆゆるるるめめめるるる、、、位位位置置置ををを調調調整整整すすするるるなななどどどののの
作作作業業業ががが必必必要要要ににになななりりりままますすす。。。

28.前部クランプと中央クランプとの間で、ホー
スが上に逃げるように配置する。このため
に、ケーブルタイ（2本）を使って、油圧
ホース2本をプロパスのサイドレールに固定
する（取り付け穴を使う）（図 15）。
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図図図 151515

1. 油圧ホースには適度な張りを持たせる

29.油圧ホース（高圧側およびリターン側）を
プロゲーター後部の油圧ポートに接続する。

30.電気コードの配線と接続を行う。電気系統
の接続については、プロパスのオペレーター
ズマニュアルを参照のこと。

注注注 電気系統の接続をプロゲーターのバッテ
リーの近くで行っている場合には、プロパス
から引いてきた電源コードを車両後部のピ
ボット部に引き、そこから前方に送ってバッ
テリーまで到達させるようにしてください。

注注注 電気配線の接続を牽引車両の後部で行っ
ている場合には、コード類をプロパスの油圧
ホースに縛り付けておくと便利です。

31.プロゲーターの油圧昇降シリンダに取り付
けた安全バーを外し、プロパスを元通りにプ
ロゲーターのシャーシの上に降ろす。

32.オプションを取り付け、プロパスの油圧ホー
スに接続する。

注注注 プロゲーターの後部に取り付けられてい
る油圧ホースがオプションと接触しないよ
うに注意する。

33.無線取り付けアセンブリの曲線になってい
るクランプ部分を利用して、このアセンブ
リをハンドホールドチューブの左端部に仮
止めする；アセンブリの付属部品であるボ
ルト4本とナットを使用する。ブラケットは
図 16 のように組み付ける。
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図図図 161616

1. ハンドホールドチューブ 3. コントローラ用マウント

2. 無線取り付けアセンブリ

34.コントローラ用マウントを無線取り付けア
センブリに固定する；アセンブリの付属部品
であるボルト2本、ワッシャ、ナットを使用
する。コントローラ用マウントは、図 16の
ようにセットする。

35.アセンブリを希望の位置に取り付けて、固
定する。

36.コントローラを接続し、コントローラ用マ
ウントにセットする。

37.ホッパー・アセンブリの内側から吊り上げ
用のブラケットを外し、外してあった吊り上
げブラケット用締結具をホッパーに元通り
に取り付ける。

6

 



メメメモモモ：：：

7

 



 




